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il est NP文とdest NP文
藤田 康子
0。 はじめに
人称代名詞 ilと指示代名詞 ceの競合については,「同定文・記述文」,「値・
役割」などの概念を用いた考察が行われ,多くの指摘がなされてきた。本稿で
はそれらの指摘を受け,「集合」,「値 レベルにおける識別」および「役割レベル
における識別」という概念を導入し,n est NP文とcbst NP文の意味構造につ
いて考察する。
本稿で考察する対象は次のものに限定する。ユ については非人称用法は除外
する。ceについては文中の不定法・節を指す用法,強調構文は除外する。なお,
il,ceの指示対象がNPとして表出されるとき,これをNPl,etreに続くNPを
NP2と「記サ~ことにう…る (Gustave, ■ est claveciniste ノGustave, c.est un
claveci五steにおいてNPl=Gusave,NP2=(unp Claveciniste)。
1.先行研究と問題点
1。1役割・値とユ
井元 1991は,Fau∞nnier1984の役割・値概念を援用した仮説を提案してい
る。以下,仮説の妥当性を検討する。
井元はまず,(la)のような文のilはson mariの値を,(lb)のceはson mari
の役割を受けると仮定するo.120)。
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(1)a.En ce temps‐la,son ma●,ノ6tait linttdste.
b.En ce temps‐1),son ma五,ど6tait un linguiste.(井元1991,pon9)
しかし,(2)においてilはunjugeの値を受けていない。
(2)A la Cour supreme,un juge a moins de vingt ans.
ao En 1936,o″ノ`
θ
ブの 6tait de Californie.
b. En ce moment,〃est de Brooklyn.
co  fFest gen6ralement irlandais。(Fauconnier 1984,p。79)
井元はun jugeと(2a),(2b),(2c)のilは同一の役割を共有しているが,それぞ
れ異なる値を持つと考えるo。131)。
ところが ユは人を指す場合,先行詞の役割に照応せずに,男女の性別に基づ
いて値のみに照応することがある。
(3) Mon dOCteur vient dlagrandir son cabinet de r6ception.腸avait trop
de clients.(Raeiber 1990 inラ梓づ毛199 ,pe127)
このような観察から丼元は ilは「『十全な名詞句』として存在している要素を
指示する」という仮説を提案する。「十全な名詞句」とは「性 0数の分類化が可
能な特性を持ち」,「その特性が.… 値を自動的に与えることになる名詞句」で
ありo.124),ilは必ず値をもつ名詞句として定義される。
しかし,次の例はilが役割解釈され,この仮説に反する (1)。
(4) Le pr6sident,ノchange tous les sept ans.(り牛元,p.129)
(5)Un cheval est un mammittre,etノse ld3Se dOmestiquen(井元,p.121)
この2例では ilはさまざまな値を取りえる変項を指示するので,役割解釈され
るはずである。 因みにFauconnier1984にはLe pr6sident change tous les sept
ans.が大統領は7年ごとに別の人に代わると解釈される場合,le pr6sidentは
役割解釈名詞句であることが明記されている ope60‐61)。ところが井元の仮説
ではこのような総称名詞句は値解釈とみなされる。
その説明は次のような矛盾をはらんでいる。まず,(4)のle pr6sidentは時間
パラメータは変数だが,場所パラメータが固定されているので値解釈を受ける
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というo.129)。ならば(5)のun chevalは時間パラメータも空間パラメータも固
定されていないので,役割解釈を受けるはずである。ところが,このような「総
称名詞句は『種』そのもの,あるいはプロトタイプとしてある一成員を『値』
とする」という o.136)。
すなわち,井元の仮説では役割 0値という用語の使い方が一貫していないの
である。Fau∞nnierの定義を変更しない限り,これらのilは役割解釈されると
考えるのが妥当である。
また井元の仮説に従うならば,値についてのみ属性を述べることができるこ
とになるが,この点も納得しがたい。役割解釈される名詞句についても名詞句
が対応する変項の属性を述べることができるはずである。以上より,ilが値解
釈されるという仮説は問題があると言える。
1.2 ceの機能
次に ceについて考える。井元は ceについては名詞句の役割のみを受ける場
合,値のみを受ける場合,役割も値も受けず,語用論的関数で結ばれた対応物
を指す場合があることを指摘し,役割・値概念に基づいた定義をしていない。
東郷 1993は(6)はle宙Ce_pr6sident des Etats‐Unisが役割解釈されるという
解釈も,値解釈されるという解釈も可能であると述べている Op.84‐85)。
(6)Le vice‐p“sident des Etats‐Unis,dest un c“tine
東郷は,前者の解釈は ceヵヽ「役割解釈される名詞句をさすJ同定文であり,後
者は「値と役割を兼ね備えた名詞句」について「話者があらたな観点からその
役割解釈を問題にする」再同定文であるという仮説を提案している op.84‐85)。
これらはある変項に値を与える文,ある値に別の役割を与える文と言い換える
ことができる (2)。
4節で見るようにcbst NP文にはこの他,ある変項にすでに与えられた役割
(NPlの役割)とは別の役割 (NP2の役割)を与える文 (4。4)やある値 (NPl
の値)に異なるスペースに置かれた別の値 (NP2の値)を対応させる文 (4。5)
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もある。すなわち,ceは役割・値に関係なく名詞句を受けることができ,NP2
との対応関係も役割・値概念に基づいて一元的に説明できるものではない。
2.NPの特性
ユest NP文とctst NP文の競合の問題は,ilとceが何を指すかという問題
としてとらえるだけではなく,文全体がどのような意味構造をもつかという観
点からも考察する必要がある。2節ではまずNPの特性について考察する。
2.1属性とカテゴリーの成員
次の発話の意味構造をみよう。
(7)Que fait Paul?―n estだι
"naゴ
た。
(8)Qui est‐ce?―Cbst“だt6五n血
n est NP文(7)ではNPに限定詞がつかず,c℃8t NP文(8)ではNPに限定詞が
ついている。(7)のv6“rin五Юは属性を表わし,指示対象をもたない。一方,(8)
のun v6“五naireはあるカテゴリー に属す成員を表わし,指示対象をもつ。
NPが定名詞句の場合でも 一般にn est NP文の Pは属性を表わし,指示
対象をもたない。c℃st NP文のNPはカテゴリー に属す成員を指す。
(9)  il est FarヵLatt db sa raH口″ (,こ九Ep.85)
(10)il est rapttmI″あsaめ競 .(,“可p。1018)
(11)il est″"″e」era″二
(12) C.est=2θ"“
(13) C.est Fa b例協θご Jηus19“θ9口θι″as tra口雄 a口χ′口
“
s?
(14)C℃stんd銘口J″コoddeあ
““
6岬eだ勁arp.
2.2 n est定名詞句文の限度
n est定名詞句文については 伽
“
凛夏施 屁Ja Pha"助″鯛"が使用に制
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約があることを指摘している。n est le meilleurは性質付与を,Cbstle meineur
は同定を表わし,Paul,Ⅱ est mon meilleur amiは性質付与を,Paul,c℃st mon
meinew amiは同定を表わすが,このうちPaul,il est mon menleur amiは容
認 しないフランス語話者もあるという (p。210)。
C℃st le meineurが同定を表わすということはle meineurが指示対象をもつ
ということである。n est le menleurはle m illeurが形容詞の最上級なので属
性だと解釈される。一方,il est mon meilleur amiが容認されにくいのは,属
詞が定名詞句であり指示対象を表わすことができるので,属性を表わすと解釈
することに抵抗を感 じる話者がいるためであろう。次の発話のように定名詞句
が指示対象をもつと解釈されるときは容認されない。
(15) 士Ce mOnsieur9 n est Fepeinぬりg口θノbゴЛttcu"騰6』Cannas.
これらのことから il est定名詞句文に「限度がある」というのは,定名詞句
が指示対象をもつという解釈の方が優勢になると容認されにくくなるというこ
とだと言える。
3.」の指示対象
3節では ilについて考察する。2節で見たように,il est NP文のN は属性
を表わし,指示対象をもつことはなかつたが,反対に ユは属性を表わすことは
なく,必ず指示対象をもつ。このような意味構造をもつのはなぜか。
3.1値と変項
倶6)Ma nttCe,aFFa est 6tudiante。
(17)Situ te manes,ton futur mari,ノsera ton mettbur ami.
(18) Ce conCOurs quadriennal est leun des plus prestigleux du lnonde.La
gagnante,eneest donc la lneineure chanteuse du lnonde.
これらの発話に見られるように,■の指示対象は意味特性が異なる。 (16)では
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特定の個体値である。(17),(18)では値が定まつていない変項である。このよう
に ilの指示対象の意味特性は均一ではないが,これらに共通する統一的な機能
は何か?
ilが用いられるのは,ilの指示対象の意味特性にかかわらず,その属性を述
べる場合である。属性を述べるには何についてか (属性を付与しようとしてい
るものが何か)が明確にされていなければならない。すなわち,指示対象がそ
れ以外のものと識別されていなければならない。このことから,ilは指示対象
が他者から識別されているものを指すということができる。
3。2集合
では,他者からの識別とは何か。先に見たように ilの指示対象は個体値であ
る場合も変項である場合もあるが,これらはいずれも集合の要素だと考えるこ
とができる。たとえば(16)では 「私の姪」という一個の個体値によつて構成さ
れる集合,(17)では「あなたの未来の夫」という一個の値を取りえる変項によ
つて構成される集合であり,集合の要素の範囲は明確である。(18)ではコンク
ールのたびに異なる値を取る変項によつて構成される集合であり,その意味で
は取りえる値の個数は限定されないが,elleが指すのは毎回のコンクールの勝
者であり,取る値は一個である。集合の要素の範囲はやはり明確である。この
ように考えると,他者からの識別とは集合外の要素からの識別であり,ilは集
合外の要素との識別が完了しているとき,すなわち範囲が明確に規定されてい
る集合に対して用いられると言うことができる。識別が完了し,要素の範囲が
明確になっているため,集合外の要素は視野になく,集合内の要素に視野が絞
られている。その結果,NP2で属性のみを記述することができるのである。
4。 cbst NP文
2節, 3節より,ユest NP文は」が値または変項を指し,NPが属性を表わ
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し指示対象がないという構造をもつことがわかつた。ではcbst NP文はどのよ
うな構造をもつ文か。4節ではまず,ceが指す対象の意味特性をみる。次にc℃st
NP文の構造の代表的なタイプを取り上げる。
4.l ceの指す対象
(19) Ce queje pense de lui?C.est un salaud.
(20)L』物 gご腱gaだeル″餞 口
“
あ 7araθtt cbst Eliane.
(21)●2」ia Oubh6 son parapluie?―Cbst ma soeun
(22) 1/ma"口rご後Fayatt c'est quoi ca?"C'est une piёce d  boeufseHne
∞mlne un faux‐met al'。s。¨grin6e.
(19)では ceは先行文脈の NPlの指示対象である値を指す。(20)でも発話場面
にその人物が見えているような状況ならば先行文脈の NPlの指示対象である値
を指す。(21)では取りえる値がひとつしかない変項を指す。(22)ではさまざまな
値を取りえる変項を指す。このように,ceは,値も変項も指すことができる。
4.2同定文1:値付与型 (NPl=変項)
では,NPが指示対象をもつ c℃st NP文はどのような構造をもつかを見よう。
(23)Les aeur8 qublle a ache“es,ce sont les cam61ias dans le vase.
(24) J'ai rencOntr6 un peintre a cannese C.est ce lnonSieur qui porte des
lunettes.
(23),(24)では NPlもNP2も指示対象をもつ。NPlの指示対象は聞き手にとつ
て特定できない値 (どれかはわからないが一個の値を取 りえるような変項)で
あり,聞き手は集合内の要素として集合外の要素から役割 レベルで識別するこ
とはできても,値レベルで他の要素と識別することはできない。一方 NP2は聞
き手の日の前にある値,値レベルで識別可能な要素を指す。すなわち,このよ
うな文は聞き手が値レベルで他の要素と識別できない要素を識別できる要素に
対応させる値付与型の同定文であると言うことができる。
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4。3同定文2:役割付与型 (NPl=値)
しかし,cbst NP文はいつも役割解釈される指示対象に値を対応させるわけ
ではない。
(25) Cet hOmme,c℃st un ami de Pierre。(Frana2お口″ θ″島p。91)
(26) Ce lllm,c.est une r6ussite.(Лttd,p.91)
(27) (Lui,)c.est le roi des imb6cilese
これらの発話では ce力｀指す対象は他の個体からすでに識別された個体 (値)で
ある。このような発話では NP2は値を明らかにするのが目的ではない。対象に
新たに別の役割を付与するのが目的である。
このことは否定のスコープをみるとよくわかる。
(28) Ce8量eurs,ce ie 80nt pas des pavotse Ce 80nt dOs pivoines.
(29)QuieSt Cet homme?Cbst un phonologue?‐一Non,ctst un m6tricien.
値は NPl(ces aeurs,ce homme)で付与される。NP2ではその値に付与され
る役割 (pavOtsとpivoines,phonologueとm6t五cien)が改めて問題になつて
いる。否定は値ではなく,NP2の役割にかかつている。
このような発話では NPlの指す値に NP2の役割を付与することで,(潜在的
に)他の役割との間に対立が生じ,他の役割が排除される。すでに値レベルで
識別された要素を役割レベルで識別しなおしているのである。
4。4同定文3:役割付与型 (NPl=変項)
さらに,(30),(31)(32)のようにNPlが変項であるとき も,NP2は変項や値
といつた要素ではなく,役割を付与するために用いられることがある。
(30)Qui Sera la gagnante cette ann6e?Ce sera une Anglaise,car le
conoours est r6serv6 aux Anglaises。
優勝者が誰であるか決定されておらず,NPlもNP2もどの値を取るかが決まつ
ていない変項である。これら二つの変項は同じ値を取るはずであるが,異なる
役割を付与されている。(30)はしたがつて,同じ変項に異なる役割を付与する
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役割付与の文であると言えよう。変項が役割 レベルで識別 しなおされているの
である。
(31) Les ieurs que tu veux planter9 ce sont desjonquines ou des
narcisses?
NPlが変項を表わす場合の解釈について考えよう。話者が黄水仙か水仙のどち
らか一方が植えられると思っているとき,des jonquinesとdes narcissesで想
定している値 (変項)はNPlで想定している値 (変項)と同じである。その同
じ変項にどちらの役割が付与されるかをたずねている。NPlが表わす変項に値
を付与しているのではない。役割レベルでの識別が行われているのである。
(32)ではNPlはさまざまな値を取りえる変項である。
(32)Une baleine,cbst un mammiぬre.1l remonte a la surface de lbau
toutes les cinquante minutes.
NPlもNP2も変項を表わす。baleineに属す変項が別の視点から捉えると
mammttreという役割を付与されることを述べた役割付与型の同定文である。
4.5スペース間同定文 :値付与型
発話の中にはNPlとNP2がそれぞれ異なるスペースに置かれ,別々 の値とし
て認識されていたものが,実は同じ個体であることを述べるタイプのものがあ
る。
(33) Ta dentiSte,tu sais,en fait clest ton amie d.enfance Katia。
(3o  La comtesse a une vo破a6rienne.Ce nlest pas Natahe Dessay9
mais Patricia Petibon.
(33)は掛りつけの歯医者 (値)を幼なじみ (値)に対応させている。(34)では,
舞台で伯爵夫人を演じる人物 (値)を既知の歌手 (値)に対応させている。この
ような同定文は異なるスペース間で値に値を対応させるスペース間同定文と呼
べる。
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4。6総称文
総称文の中にはil est NP文ではなくcbst NP文が用いられるものがある。NPl
がさまざまな値を取りえる変項タイプの総称文の場合,ilが総称名詞句を受け
るのは,取りえる値のひとつひとつについて記述する場合に限られる (3節)。
たとえば, Le pr68ident,n doit etre 61u conform6ment aux rёgles Шlpos6es。で
はle pr6sidentがさまざまな値を取りえるとはいえ,le p“sidentを選出すると
いう行為はひとりひとりの le pr6sidentについて行われるので,集合は一度に
ひとつの要素から構成される閉集合であり,その範囲は明確である。このためil
を用いることカシできる。 La gagnante,ene est donc la meineure chanteuse du
mondeeのgagnanteのような名詞句の指す要素もコンクールにつき一個体なの
で,」が用いられると考えられる。一方,Un hOmme,dest ttagile。のような発
話では,取りえる値のひとつひとつについて属性を述べているのではない。集
合は取りえる値が無限個ある開集合である。この場合には集合の内と外を隔て
る境界が明確ではないため,ceが用いられる。
5.仮説
nとceの競合の問題について主にn est NP文とc℃st NP文がどのような意
味構造をもつかという観点から考察を行つた。以上の考察から次の仮説を立て
ることができる。
・il est NP文は範囲が明確である閉集合について要素 (変項または値)の
属性を述べる文である。
O cbst NP文は値あるいは役割レベルで要素を識別する同定文である。
■は変項であれ,値であれ,集合の要素の範囲が明確であるときに用いられ
る。n est NP文はこのような範囲の安定した要素について属性を述べる文であ
り,NPは属性を表わし,指示対象をもたない。したがって,集合が開集合で,
変項が取り得る値が無限にあるタイプの総称文では ユ を用いることができず,
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対象を直示的に指すことのできるceが用いられる。
一方,cbst NP文については, 1)値が不明である変項に値を付与する, 2)
値に異なる役割を付与する,3)値は不明のまま変項に異なる役割を付与する,
4)すでに値として認識されている要素に異なるスペースで値として認識され
ている要素を対応させる,という操作が行われていることを観察した。1)と4)
では値を付与することで他の値からの識別が行われる値レベルでの同定, 2)
と3)ではある役割を付与することで潜在的に他の役割を排除する役割レベル
での同定が認められた。
注
(1)(oは同一人物が7年ごとに変わるという解釈も可能であるが,ここでは7年ごとに別の人物に
変わるという解釈を取り上げる。
(2)東郷は後者について「役割と値を兼ね備えた名詞句」が「新たな値を付与する同定文の主語J
になつていると述べている。
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